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二
〇
一
三
年
度
前
期
の
公
開
授
業
「
比
較
思
想
」
は
四
月
一
五
日
か
ら
七
月

二
二
日
ま
で
、
毎
週
月
曜
二
限
に
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
ト
ク
ヴ
ィ
ル
で
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
」。
ア
レ
ク
シ
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
』（
松
本
礼
二
訳
、
岩
波
文
庫
、
第
一
巻
上
下
、
第
二
巻
上
下
、
全
四
冊
）

を
教
材
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
歴
史
的
文
脈
に
即
し
て
解
説
し
た
上
で
、
現
代
の

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
諸
問
題
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
そ
こ
か
ら
引
き
出
す
こ
と
を
主
眼

と
す
る
講
義
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
が
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
古
典
と
し
て

有
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
言
う
を
ま
た
な
い
。
と
は
い
え
、
二
〇
〇
年
近
く
前
の

著
作
で
あ
る
。
一
九
世
紀
前
半
、
ポ
ス
ト
革
命
期
の
フ
ラ
ン
ス
を
生
き
た
青
年
貴

族
が
一
八
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
を
観
察
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
将
来
を
占
お
う
と

し
た
思
索
を
十
全
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
状
況
に
つ
い
て
の
知
識
が
不
可

欠
で
あ
る
。
家
系
的
背
景
を
含
む
伝
記
的
事
実
、
著
者
の
負
っ
た
知
的
伝
統
、

一
七
八
九
年
の
革
命
に
発
し
て
変
転
絶
え
な
い
政
治
社
会
の
激
動
、
直
接
の
考
察

対
象
た
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
期
ア
メ
リ
カ
社
会
の
現
実
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
革
命
と
合

衆
国
の
建
国
以
来
、
海
の
彼
方
の
共
和
国
に
持
続
的
関
心
を
払
っ
て
き
た
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
論
の
系
譜
な
ど
。
今
日
の
読
者
に
と
っ
て
自
明
と
は
言
え

な
い
こ
れ
ら
の
歴
史
的
背
景
を
説
明
し
た
上
で
、
本
講
義
は
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
』
の
構
成
に
即
し
て
、
そ
の
内
容
を
順
次
検
討
し
た
。

　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
一
九
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
勃
興
期
の
歴
史
状
況
に
深
く
関
わ
る
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同

時
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
そ
の
後
の
展
開
を
見
通
し
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
未
来

を
見
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
実
際
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
死
後
一
五
〇

年
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
大
き
な
展
開
は
、『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
予

言
的
側
面
を
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
し
、
こ
の
古
典
的
テ
キ
ス
ト
に
新
た
な
光
を
当

て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
衆
民
主
主
義
の
拡
大
と
全
体
主
義
の
台
頭
、
米
ソ
の
冷

戦
と
「
二
つ
の
民
主
主
義
」
の
対
立
、
福
祉
国
家
の
形
成
と
行
政
国
家
の
肥
大
と

い
っ
た
二
〇
世
紀
の
世
界
を
特
徴
づ
け
る
諸
現
象
に
照
ら
し
て
、
こ
の
書
は
繰
り

返
し
再
解
釈
さ
れ
、
新
た
な
意
味
が
こ
れ
に
付
与
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

む
今
日
、『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
へ
の
関
心
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
自
身
が

共
通
科
目｢

比
較
思
想｣

（
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
授
業
）

ト
ク
ヴ
ィ
ル
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る

松　

本　

礼　

二
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想
定
し
た
読
者
世
界
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
い
や
キ
リ
ス
ト
教

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
全
体
を
さ
え
超
え
て
広
が
る
。
福
沢
諭
吉
が
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
学

ん
で
「
政
権
」
の
集
中
は
国
家
の
独
立
に
不
可
欠
だ
が
、「
治
権
」
の
集
中
は
国

民
の
活
力
を
奪
う
と
論
じ
た
明
治
初
年
以
来
の
受
容
の
歴
史
を
有
す
る
日
本
は
、

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
へ
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
伝
播
の
早
い
例
で
あ
る
。
著
者
自
身
日
本

に
つ
い
て
何
の
知
識
も
も
た
ず
、
何
一
つ
語
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
さ
え
、
読
み
方
次
第
で
豊
か
に
引
き
出
せ

る
テ
キ
ス
ト
と
い
っ
て
よ
い
。

　

本
講
義
は
、
一
九
世
紀
の
歴
史
的
文
脈
の
中
で
著
者
の
意
図
に
即
し
て
テ
キ
ス

ト
を
読
み
解
い
た
上
で
、
そ
の
後
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
展
開
と
の
関
連
で
『
ア
メ

リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
を
振
り
返
り
、
さ
ら

に
現
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
そ
こ
か
ら
引
き
出
す
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
巻
第
三
部
（
八―
一
二
章
）
で
ト
ク
ヴ
ィ

ル
が
展
開
す
る
女
性
論
、
家
族
論
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ

ン
社
会
の
家
族
と
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と
の
比
較
と
し
て
も
、
近
代
家
族
の
類
型
化

の
早
い
試
み
と
し
て
も
興
味
深
く
、
現
代
の
家
族
社
会
学
や
家
族
と
女
性
の
社
会

史
的
研
究
の
先
駆
と
し
て
実
際
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
現
代
の

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
も
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の

視
点
と
立
ち
位
置
の
批
判
的
考
察
は
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。同
じ
く
、

第
二
巻
第
三
部
末
尾
の
数
章
に
お
け
る
軍
隊
・
戦
争
論
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
自
身
明
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
考
察
の
対
象
の
外
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
戦
争
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
素
材
と
す
る
理
論
的
考
察
で
あ
る
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
以
後
の
総
力
戦
や
、「
全
体
戦
争
」、
米
国
に
お
け
る
「
軍
産
複
合
体
」

の
形
成
な
ど
、
戦
争
と
革
命
の
二
〇
世
紀
を
考
え
る
材
料
を
も
提
供
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
講
義
は
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
と
い
う
古
典
を

題
材
に
、
テ
キ
ス
ト
を
内
在
的
に
理
解
し
た
上
で
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
今
日
の
問

題
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
そ
こ
か
ら
引
き
出
す
「
発
見
的
なheuristic

」
読
み
方
へ

誘
う
と
い
う
、
い
さ
さ
か
欲
張
っ
た
試
み
で
あ
っ
た
。
私
自
身
の
力
不
足
も
あ
っ

て
、
こ
う
し
た
意
図
が
十
分
に
伝
わ
り
、
聴
講
者
を
満
足
さ
せ
得
た
か
、
自
信
は

な
い
。
な
に
よ
り
も
、『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
は
大
著
で
あ
り
、
内
容

も
豊
か
で
あ
る
だ
け
に
、
一
回
九
〇
分
、
全
一
四
回
の
授
業
で
は
す
べ
て
を
尽
く

す
に
は
無
理
が
あ
り
、
題
材
の
取
捨
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
量
的
な
問
題
だ

け
で
は
な
い
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
マ
ル
ク
ス
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
普
遍
的
体
系

的
な
理
論
構
築
を
目
指
す
と
い
う
よ
り
、
時
代
の
緊
急
の
問
題
に
個
別
具
体
的
に

取
り
組
む
中
で
考
察
を
深
め
て
い
っ
た
タ
イ
プ
の
思
想
家
で
あ
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
を
単
純
明
快
な
形
で
要
約
的
に
示
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
の
叙
述
に
即
し
て
、
彼
の
思
索
の
跡
を
た

ど
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
当
然
に
多
く
の
説
明
を
要
し
、
費
や
す
時
間
も
長
く

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
上
は
本
講
義
の
主
題
と
方
法
、
そ
し
て
講
師
の
能
力
自
体
に
由
来
す
る
限
界

で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、「
公
開
講
義
」
に
と
も
な
う
困
難
も
感
じ
た
。
こ

の
点
は
こ
の
公
開
講
義
を
こ
れ
ま
で
担
当
し
た
講
師
の
誰
も
が
感
じ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
学
外
か
ら
公
募
に
応
じ
て
参
加
し
た
聴
講
者
は
概
し
て
年
齢
が
高
く
、

人
生
経
験
も
職
業
経
歴
も
豊
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
現
役
の
学
生
諸
君
と
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は
知
的
関
心
の
あ
り
方
も
、
知
的
蓄
積
も
大
き
く
異
な
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
ど

ち
ら
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
喋
る
べ
き
か
、
毎
回
迷
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

本
講
義
と
ほ
ぼ
同
じ
主
題
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
じ
や
り
方
で
講
義
し
た
経
験
は
、

本
属
の
早
稲
田
大
学
で
も
、
ま
た
他
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
た
際
に
も
何
度

か
あ
り
、
ま
た
「
市
民
大
学
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
講
義
形
態
で
、
同
じ
主
題
を

扱
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
聴
講
者
の
性
格
が
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
れ
ば
、
同
じ
こ
と

を
扱
っ
て
も
別
の
喋
り
方
が
可
能
で
あ
る
。
本
公
開
講
座
の
よ
う
に
、
異
な
る
性

質
の
聴
講
者
に
同
時
に
講
義
す
る
に
は
工
夫
が
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
事
後

の
感
想
を
言
え
ば
、
結
果
的
に
ど
う
し
て
も
（
前
の
方
の
席
を
多
く
占
め
る
）
公

募
聴
講
者
の
反
応
を
見
つ
つ
喋
る
こ
と
に
な
り
、
学
生
諸
君
に
不
満
を
残
し
た
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

　

以
上
、
限
界
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
本
講
義
を
通
じ
て
『
ア
メ

リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
面
白
さ
に
触
れ
、
政
治
思
想
の
古

典
を
歴
史
の
文
脈
に
お
い
て
内
在
的
に
読
む
こ
と
が
現
代
の
問
題
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
に
も
な
る
と
少
し
で
も
納
得
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
講
義
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
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